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献 呈 の 辞
三神俊信先生 は,平 成11年2月7日 に古稀 を迎え られ ます。
この慶事 をお祝い し記念論文集 を計画 いた しま したところ,御 執
筆 をお願 い した方 々全員が快 くお引き受 け下 さ ったばか りか,そ
の後相次 いで御寄稿 のお申 し出をいただ くなど,多 くの方 々か ら
積極的な御協力 をいただ きま して,.つつがな くこのよ うな玉稿集
の完成 をみることができま したことは,一 重 に先生 の御人柄によ
るものであると申せま しょう。
三神先生 は,昭 和4年 道後温泉で知 られ る四国松 山の地 にお生
まれになりま した。先生 の学生時代 は,第2次 世界大戦をはさん
で混乱を極めた激動期であ りま したが,昭 和28年 明治大学 旧制
政治経済学部 を御卒業なさる頃には,学 問の道 を志す決意を固あ
られてお られたそ うであ ります。そ して,昭 和32年 に明治大学
政治経済学部 の専任教員 とな られましてか らは,以 後42年 の長
きにわた り,明 治大学 の学問研究 と教育 の発展 に御尽力されて こ
られま した。
三神先生の御専攻 は計量経済学であ ります。先生 は,計 量経済
学 の哲学的基礎に論理実証主義があ り,論 理実証主義に基づ くモ
デル分析が計量経済学 の特徴であると論 じてお られま・すが,先 生
の唱えてお られ るモデル分析 は,広 く経済理論全般を視野に入れ
た論理体系の中で明快 に定義づけられているのであ ります。御著
書 「経済理論 の形成 と論理』 にお きまして,そ の論理体系 は余
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すところな く発表 されておりますが,わ けて も経済学を研究する
上での先生御 自身の哲学 をお示 し下 さい『ました ことは,後 進 に多
大な影響を及ぼ したと申せ ましょう。
また,こ うした哲学 を背景 と して深 し、・洞察に裏打 ちされま した
先生の御講義 は,毎 年多 くの受講生を得て,政 治経済学部 ひいて
は明治大学の学問教育の発展 に大 いに貢献 されて こられま した。
先生 の御指導を受 ける者 は,常 に暖か くお見守 り下 ざり御 自身に
大変謙虚であ られる先生 のお姿 に,深 い感銘を受けずにはおれな
いのであ ります。.
御 自身に厳 しく,常 に御身を もって後進 に範をお示 し下 さいま
した三神先生が御壮健に して古稀を迎え られます ことは,私 共に
とりま して大 きな喜 びであります。 こうした喜 びと共 に先生への
・ 無尽の謝意を込 めまして,こ こに謹 んで古稀記念論文集を献呈 さ
せていただきます。
どうか今後な お一層御健勝であ られますよう祈念 いた します と
共に,明 治大学 ならびに政治経済学部の発展 のために今後共貴重
な御助言,.御 指導 を賜わ りますよ うお願 い申 し上 げます。
最後 にな りましたが,本 記念論文集 に御寄稿下 さいま した諸先
生方 には厚 く御礼申 し上 げる次第であ ります。覧'一
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